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1．実施した講座・イベント
（ 12月～3月）
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1-1.DV・ハラスメント防止のための講座

初回利用率

48.6 %

満足度

100.0 %

参加者

93人

見逃し配信視聴回数

87回

※初回利用率：アンケートにて「当センターを利用したことがあるかどうか」の設問に対し、「初
めて利用した」と回答した人の割合を算出

※満足度：アンケートにて「とてもよかった」「まあまあよかった」と回答した人の割合を足して算
出



1-2.国際女性デー2026MIW キャンペーン
3月8日の国際女性デーに合わせて、 MIW

では以下の催しを実施した。

● 講座「千代田で考える、ファッショ
ンとジェンダー」の実施

● 区内施設・書店での関連本展示

● 日本出版クラブ協力のもと、読書会
を開催



1-2 a．講座「千代田で考える、ファッションとジェンダー」

初回利用率

21.1 %

満足度

100.0 %

参加者

24人

見逃し配信視聴回数

17回

国際女性デーMIW2026 キャンペーン

※初回利用率：アンケートにて「当センターを利用したことがあるかどうか」の設問に対し、「初
めて利用した」と回答した人の割合を算出

※満足度：アンケートにて「とてもよかった」「まあまあよかった」と回答した人の割合を足して算
出



1-2 b．読書会  in 日本出版クラブ

初回利用率

66.7 %

満足度

100.0 %

参加者

14人

スマホを置いて、本と向き合う

国際女性デーMIW2026 キャンペーン

※初回利用率：アンケートにて「当センターを利用したことがあるかどうか」の設問に対し、「初
めて利用した」と回答した人の割合を算出

※満足度：アンケートにて「とてもよかった」「まあまあよかった」と回答した人の割合を足して算
出



1-2 c.区内の図書館で関連図書を展示

国際女性デーMIW2026 キャンペーン



1-2 d.区内の書店等で関連本を展示（ 1/2）
国際女性デーMIW2026 キャンペーン



1-2 e.区内の書店等で関連本を展示（ 2/2）
国際女性デーMIW2026 キャンペーン



1-3.R7年度参加者アンケート結果の振り返り

● 講座参加者の満足度は、概ねの講座で 9割を超えている。

● いくつかの講座で、ビジネスパーソンを含む若年層（ 30代以
下）の参加率を 4割～5割程度まで上昇させることができた。
（例）「マンガで理解する LGBTQ」

「広告観察を通して考えるジェンダー表現とメディア
～「男らしさ」はどこからきたの？」

    「こころの支えになる「物語」～性の多様性をひらくために」 など

● 男性の参加率を平均すると、令和 6年度は24.7% だったものが、
令和7年度は14.8％まで減少した。
⇒令和8年度はワークライフバランス、キャリア等をテーマにし
た講座において、男性にも関心のありそうな講座を企画。
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2．広報活動



2-1.情報誌の発行



2-2.公式YouTube ・ SNSの運用

フォロワー数

501 （ ±0）人

フォロワー数

232 （＋ 12）人

登録者数

534 人

登録者数

30 （＋ 4）人

現在、過去に実施した
1講座を一般公開中！

※いずれも 6月30日現在（カッコ内は令和 7年12月1日時点との比較）

講座参加者のアンケート
に、 登録希望の方向けの
メールアドレス記入欄を追

加。 1年間で約100 人増！
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3． MIW相談室の相談実施状況



3-1.MIW には3つの相談があります（再掲）

「 MIW相談室では、あなたが抱えている様々な悩みや困りごとを一緒に整理
し、問題解決の糸口を見つけるお手伝いをしています。性別、年齢を問わず、ど
なたでもご利用いただけます。」（ MIW公式HPより）



3-2．相談の概要（再掲）  
相談の種類 一般相談 女性のための法律相談 LGBTQ相談

対象 区内在住・在勤・在学の方 区内在住・在勤・在学
の女性

区内在住・在学・在勤 の当事
者・家族・企業関係者等

内容 夫婦やパートナー、家族、人間関
係、働き方、ハラスメント、性暴
力被害など

離婚、暴力被害など法
的な知識が必要な困り
ごと

性自認や性的指向に関連した
困りごと

方法 初回は電話、 2回目以降は面接 電話または面接 初回は電話、 2回目以降は電
話または面接

予約の有無 ◎ ◎ 〇（空きあれば当日相談可）

期間 原則6か月程度 原則継続利用不可 特に定めていない

実施日 月曜～金曜、第 1・ 3土曜日 毎月第2火曜日 毎月第2・ 4木曜日

所要時間 50分／回 45分／回 50分／回

相談員 相談コーディネーター 4名
相談者ごとに同じ相談員が担当

弁護士4名 「 NPO法人共生社会をつく
る性的マイノリティネット
ワーク」から派遣される相談
員3名

ジェンダー平等・性の多様性尊重の視点で相談に対応



3-3.令和7年度の相談状況
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延べ相談件数

19 件

（前年度 21件）

延べ相談件数401 件（前年度比約 1.1 倍:369件）

延べ相談件数

43 件

（前年度 46件）

10~20 代の相談が

27件（全体の 6. 7% ）と微増

男性の相談が1割
（ 40件）に達した



3-4.他機関へのアウトリーチ・連携
潜在的な相談ニーズの掘り起こしを期待して、庁内や公的な施設にとど
まらず、区内の民間機関にも相談員が積極的に訪問して、 MIW 相談室の
案内をしている。実際の相談につながるケースもある。

直近の連携先・アウトリーチ先 目的

区内大学学生相談室 困難を抱える区内在学生を協働して支援するため

区内精神科・心療内科クリ
ニック

精神面に不安のある相談者への医療機関情報の提
供のため

性暴力救援センター・
SARC東京

性暴力被害者からの相談に関する連携

(New) 区内レディースクリ
ニック

女性のからだや性に関する医療機関情報の提供の
ため

学生相談室の対応困難なケースについて支援者にコンサルテーションを実施したり、学生相談室
から紹介された学生からの相談に対応。結果、若年層の新規相談件数増にもつながっている
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